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部門 野菜 対象 普及 

課題名：春夏どりニンジンの抽台発生を軽減するトンネル除去時期  

［要約］２月播種の春夏どりニンジンのトンネル栽培では、６葉期（４月 20 日頃）に

トンネルを除去することで、根部の肥大が遅れることなく、抽台の発生を軽減すること

が可能である。 

ﾌﾘｰｷｰﾜｰﾄﾞ ニンジン、トンネル栽培、換気、抽台、花芽分化 

実施機関名 主  査 農林総合研究センター 水稲・畑地園芸研究所 畑地利用研 

 究室 

 協力機関 香取農業事務所 

実施期間 ２０１８年度～２０２１年度 

［目的及び背景］ 

本県の春夏どりニンジンの栽培は生育前半が低温条件、生育後半にかけて高温・長日

条件での栽培となるため、低温で花芽分化する特性を持つニンジンの抽台が発生しやす

い作型である。このため、栽培年や圃場条件によっては抽台の多発生が問題となる。特

に２月以降の播種では、収穫が６月になることから、梅雨の影響や輪作品目であるサツ

マイモの植付け作業等との競合で、収穫の遅れが生じやすいことも抽台の発生を助長し

ている。そこで、トンネル除去時期に着目して、抽台の発生が軽減するトンネル除去時

期を明らかにした。 

 
［成果内容］ 

１ 現行の F1 種では、「TCH-711」、「FSC-1008」及び「彩誉」において６月上旬の収穫時

に抽台株が一部でみられる。また、「FSC-1008」、「FSC-015」及び「彩誉」では収穫６

週後の抽台株率が 10％以上と高い（表１）。 

２ 現行の作型における花芽分化開始時期はトンネル除去後にあたる５月下旬である

（図１）。 

３ ２月中旬播種では、トンネル除去が４月下旬以降になると抽台リスクが高く、６葉

期となる４月 20 日までに除去することで、それ以降の除去と比較して、７月以降の抽

台株率は低く抑えられる（表２、図２）。 

４ 収穫時となる６月中旬時点の根重は４月 20 日以降のトンネル除去で重く、肥大性

が優れている（表３）。 

５ 以上から、２月中旬播種の春夏どりニンジンのトンネル栽培において、トンネル被

覆資材を６葉期となる４月 20 日頃に除去することで、根部の肥大が遅れることなく

７月以降の抽台の発生を軽減することが可能である。 

 



本紅金時 固定種 51.4 a －

黒田五寸 固定種 5.6 b 18.1 ab

向陽二号 F1種 0.0 c 3.2 def

TCH-711 F1種 0.4 c 7.4 bcd

TCH-755 F1種 0.0 c 3.7 de

FSC-1008 F1種 0.4 c 24.1 a

FSC-015 F1種 0.0 c 15.3 abc

彩誉 F1種 0.4 c 20.4 a

翔彩 F1種 0.0 c 5.1 cde

愛紅 F1種 0.0 c 2.8 def

紅うらら F1種 0.0 c 1.4 ef

紅ひなた F1種 0.0 c 0.0 f

クリスティーヌ F1種
ヴィルモラン
みかど(株)

0.0 c 0.0 f

タキイ
種苗(株)

(株)フジイ
シード

住化農業
資材(株)

品種 育成法 育成者
抽台株率（％）

6月10日 7月24日

［留意事項］ 

トンネル除去が早すぎると裂開が発生しやすいので、12 月～１月播種の作型であって

も４月中旬に除去を行う。 

 

［普及対象地域］ 

  県内春夏どりニンジン産地 

 

［行政上の措置］ 

 

［普及状況］ 

 

［成果の概要］ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

表１ 抽台株率の品種間差異（令和２年） 

注１）令和２年２月８日に播種し、ベッド幅 120cm の 8 条播き（条間 13cm、  

株間 12cm）、通路幅 60cm のマルチ栽培とし、10a 当たり基肥成分量は窒素 
10kg、りん酸 15kg、加里 10kg とした。播種後に厚さ 0.05mm の PO 系フィ 
ルムでトンネル被覆した。トンネルの換気方法は孔換気とし、両年とも 

３月９日に換気（開孔率１％）を開始し、徐々に開孔率を高めて試験区の 
設定日にトンネルを除去した（トンネル除去前の開孔率６％） 

    ２）６月 10 日は収穫適期、７月 24 日は収穫適期６週間後 

  注３）抽台株率については花茎長が５cm 以上の株を抽台株とし、１試験区 2.6m 2 

を３反復で調査した 
    ４）抽台株率は角変換後に統計処理を行った。同一英文字は試験区間において 

５％水準で有意差がないことを示す（Tukey 法） 
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図２ トンネル除去時期の異なる「FSC-015」の抽台株率の推移 

  （Ⅰ：令和２年、Ⅱ：令和３年） 
注１）栽培概要は表２の注と同じ 

  注２）抽台株率については花茎長が５cm 以上の株を抽台株とし、１試験区 7.2m 2 を  

３反復で調査した 

    ３）８月上旬の抽台株率について、角変換後に統計処理を行った。同一英文字は 
同一年の試験区間において５％水準で有意差がないことを示す（Tukey 法） 
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図１ 花芽分化率の推移（令和３年） 

注１）令和３年２月 15 日に播種し、栽培管理は
表１の注１と同様とした 

注２）花芽分化率の調査は隔週で 10 株３反復 

行った 
注３）最終調査日の７月 26 日の結果について、

統計検定を行った同一英文字は５％水準で

有意差がないことを示す（Tukey 法） 
 

4月6日 4.6 4.7

4月13日 5.8 5.9

4月20日 6.9 6.9

4月27日 8.1 8.4

5月4日 9.5 9.3

5月11日 11.3 10.3

令和２年 令和３年

葉数（枚）トンネル
除去日

表２ トンネル除去時の「FSC-015」 
の生育（令和２～３年） 

注）令和２年は２月 14 日播種、令和３年は
２月 15 日播種とした。ベッド幅 120cm の

８条播き（条間 13cm、株間 12cm）、通路幅
60cm のマルチ栽培とし、10a 当たり基肥成
分量は窒素 10kg、りん酸 15kg、加里 10kg

とした。播種後に厚さ 0.05mm の PO 系フィ
ルムでトンネル被覆した。トンネルの換気
方法は孔換気とし、両年とも３月９日に換

気を開始し、徐々に開孔率を高めて試験区
の設定日にトンネルを除去した 
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６ 令和４年度試験研究成果発表会（野菜Ⅲ） 

 

［その他］ 

１ 平成 28 年度試験研究要望課題（提起機関：全国農業協同組合連合会千葉県本部） 

２ プロジェクト研究事業「露地野菜の産出額向上に向けた作付け体系・貯蔵技術等の

高度化及び産地支援策の構築」（平成 30～令和３年度） 

トンネル

除去日

４月６日 170 c 213 b

４月13日 184 bc 221 ab

４月20日 200 ab 264 ab

４月27日 203 ab 276 a

５月４日 197 ab 266 ab

５月11日 217 a 279 a

根重（ｇ）

令和２年 令和３年

注１）栽培概要は表２の注と同じ 
２）令和２年、令和３年ともに６月 14 日に 

収穫した各試験区 24 本３反復で調査した 
  注３）同一英文字は同一年の試験区間において５％ 

水準で有意差がないことを示す（Tukey 法） 

表３ 収穫適期（６月中旬）における

「FSC-015」の根重（令和２～３年） 


